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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 2 月 1 0 日 ( 2 0 2 5 . 2 . 1 0 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 3 / 2 3 3 4 5 8
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 4 - 5 2 4 5 2 2 ( P 2 0 2 4 - 5 2 4 5 2 2 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ １ Ｒ 4 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｒ 4 3 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｒ 1 2 / 5 2 ( 2 0 1 1 . 0 1 )
   Ｈ ０ １ Ｒ 9 / 0 3 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ １ Ｒ 4 / 0 2 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｒ 4 3 / 0 2 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｒ 1 2 / 5 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｈ ０ １ Ｒ 9 / 0 3 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 1 1 月 1 5 日 ( 2 0 2 4 . 1 1 . 1 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ９ ） 上 記 （ ８ ） の 接 続 構 造 の 製 造 方 法 は 、 複 数 の 絶 縁 電 線 の 各 々 の 先 端 部 が 複 数 の 被  
接 続 部 の 各 々 に は ん だ 付 け さ れ た 後 に 接 着 剤 を 複 数 の 絶 縁 電 線 の 先 端 部 か ら 剥 離 す る 工 程  
を さ ら に 備 え て い て も よ い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ １ １ ） 上 記 （ ８ ） か ら （ １ ０ ） の 接 続 構 造 の 製 造 方 法 で は 、 複 数 の 絶 縁 電 線 の 先 端 部  
を 接 着 剤 で 接 着 す る 工 程 に お い て 、 複 数 の 絶 縁 電 線 の 先 端 部 が 、 加 熱 及 び 加 圧 が 行 わ れ る  
こ と に よ り 、 接 着 剤 に 接 着 さ れ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ は 、 図 １ 中 の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ に お け る 断 面 図 で あ る 。 図 ４ に 示 さ れ て い る よ う に 、 複 数  
の 絶 縁 電 線 ２ ０ の 各 々 の 先 端 部 ２ ０ ａ は 、 接 続 部 ４ ０ に よ り 、 複 数 の 接 続 パ ッ ド １ ２ ａ の  
各 々 に 接 続 さ れ て い る 。 接 続 部 ４ ０ は 、 ス ズ － 銀 － 銅 合 金 、 ス ズ － 亜 鉛 （ Ｚ ｎ ） － ビ ス マ  
ス （ Ｂ ｉ ） 合 金 、 ス ズ － 銅 合 金 、 ス ズ － 銀 － イ ン ジ ウ ム （ Ｉ ｎ ） － ビ ス マ ス 合 金 等 の は ん  
だ 合 金 で 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 複 数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の 各 々 の 先 端 部 ２ ０ ａ は 、 複 数  
の 接 続 パ ッ ド １ ２ ａ の 各 々 に は ん だ 付 け さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 接 着 剤 ３ ２ は 、 第 １ 主 面 ３ １ ａ 上 に 層 状 に 配 置 さ れ て い る 。 接 着 剤 ３ ２ は 、 第 １ 面 ３ ２  
ａ と 、 第 ２ 面 ３ ２ ｂ と を 有 し て い る 。 第 １ 面 ３ ２ ａ は 、 基 材 ３ １ （ 第 １ 主 面 ３ １ ａ ） に 接  
し て い る 面 で あ る 。 第 ２ 面 ３ ２ ｂ は 、 第 １ 面 ３ ２ ａ の 反 対 面 で あ る 。 接 着 剤 ３ ２ の 平 均 厚  
さ は 、 例 え ば 、 基 材 ３ １ の 平 均 厚 さ よ り も 小 さ い 。 接 着 剤 ３ ２ の 平 均 厚 さ の 下 限 は 、 接 着  
剤 ３ ２ の 強 度 を 確 保 す る 観 点 か ら 、 ５ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、 １ ０ μ ｍ で あ る こ と が  
さ ら に 好 ま し い 。 接 着 剤 ３ ２ の 平 均 厚 さ の 上 限 は 、 接 続 構 造 １ ０ ０ の 低 背 化 の 観 点 か ら 、  
１ ０ ０ μ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く 、 ５ ０ μ ｍ で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 ２ に 、 第 ２ 主 面 ３ １ ｂ に 加 熱 体 ６ ０ が 接 触 さ れ る と と も に 、 加 熱 体 ６ ０ が ピ ッ チ 固 定  
フ ィ ル ム ３ ０ を 複 数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の 先 端 部 ２ ０ ａ に 向 か っ て 加 圧 す る 。 こ れ に よ り 、 複  
数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の 先 端 部 ２ ０ ａ の 側 面 が 接 着 剤 ３ ２ に 接 着 さ れ 、 複 数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の  
各 々 の 先 端 部 ２ ０ ａ が 互 い に 固 定 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 接 着 剤 ３ ２ が 熱 硬 化 性 接 着 剤  
で あ る 場 合 、 加 熱 体 ６ ０ の 加 熱 に よ り 、 接 着 剤 ３ ２ は 、 Ｂ ス テ ー ジ 化 さ れ る 。 接 着 工 程 Ｓ  
３ が 行 わ れ た 後 、 治 具 ５ ０ は 取 り 外 さ れ る 。 接 着 工 程 Ｓ ３ に お い て 複 数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の  
各 々 の 先 端 部 ２ ０ ａ が 互 い に 固 定 さ れ る た め 、 治 具 ５ ０ が 取 り 外 さ れ た 後 で も 、 複 数 の 絶  
縁 電 線 ２ ０ の う ち の 隣 り 合 う ２ つ の 間 の ピ ッ チ は 変 化 し が た い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 第 ２ に 、 加 熱 体 ６ １ が 第 ２ 主 面 ３ １ ｂ に 加 熱 体 ６ １ が 接 触 さ れ る と と も に 、 加 熱 体 ６ １  
が ピ ッ チ 固 定 フ ィ ル ム ３ ０ を 複 数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の 先 端 部 ２ ０ ａ に 向 か っ て 加 圧 す る 。 こ  
れ に よ り 、 板 状 は ん だ ４ １ が 溶 融 さ れ 、 複 数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の 各 々 の 先 端 部 ２ ０ ａ が 複 数  
の 接 続 パ ッ ド １ ２ ａ の 各 々 に は ん だ 付 け さ れ る 。 な お 、 板 状 は ん だ ４ １ の 代 わ り に 、 棒 状  
は ん だ が 用 い ら れ て も よ い 。 ま た 、 板 状 は ん だ ４ １ （ 棒 状 は ん だ ） の 表 面 、 先 端 部 ２ ０ ａ  
の 表 面 及 び 接 続 パ ッ ド １ ２ ａ の 表 面 の 少 な く と も い ず れ か に は 、 フ ラ ッ ク ス が 供 給 さ れ て  
も よ い 。 こ の フ ラ ッ ク ス は 、 例 え ば 有 機 酸 系 又 は ロ ジ ン 系 の フ ラ ッ ク ス で あ る 。 図 示 さ れ  
て い な い が 、 加 熱 体 ６ １ を 第 ２ 主 面 １ １ ｂ に 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 板 状 は ん だ ４ １ （ 棒  
状 は ん だ ） を 溶 融 さ せ て は ん だ 付 け を 行 っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ９ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 以 下 に 、 接 続 構 造 ２ ０ ０ の 効 果 を 説 明 す る 。
　 接 続 構 造 ２ ０ ０ で は 、 ピ ッ チ 固 定 フ ィ ル ム ３ ０ が 除 去 さ れ て い る 。 そ の た め 、 接 続 構 造
２ ０ ０ は 、 接 続 構 造 １ ０ ０ と 比 較 し て 、 ピ ッ チ 固 定 フ ィ ル ム ３ ０ を 有 し な い 分 、 低 背 化 す  
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る こ と が 可 能 で あ る 。 は ん だ 付 け 工 程 Ｓ ４ が 完 了 し た 時 点 で 、 接 着 剤 ３ ２ に よ り 複 数 の 絶  
縁 電 線 ２ ０ の 各 々 の 先 端 部 ２ ０ ａ を 互 い に 固 定 す る 必 要 が な い 。 そ の た め 、 ピ ッ チ 固 定 フ  
ィ ル ム ３ ０ を 有 し な い 接 続 構 造 ２ ０ ０ で も 、 は ん だ 付 け が 行 わ れ る 際 に 複 数 の 絶 縁 電 線 ２  
０ の 各 々 の 先 端 部 ２ ０ ａ の 位 置 が 複 数 の 接 続 パ ッ ド １ ２ ａ の 各 々 の 位 置 か ら ず れ て し ま う  
こ と は 、 抑 制 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ １ 】
　 以 下 に 、 接 続 構 造 ３ ０ ０ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。
　 図 ２ ０ は 、 接 続 構 造 ３ ０ ０ の 製 造 工 程 図 で あ る 。 図 ２ ０ に 示 さ れ て い る よ う に 、 接 続 構  
造 ３ ０ ０ の 製 造 方 法 は 、 準 備 工 程 Ｓ １ と 、 位 置 決 め 工 程 Ｓ ２ と 、 接 着 工 程 Ｓ ３ と 、 は ん だ  
付 け 工 程 Ｓ ４ と 、 剥 離 工 程 Ｓ ５ と を 有 し て い る 。 こ の 点 に 関 し て 、 接 続 構 造 ３ ０ ０ の 製 造  
方 法 は 、 接 続 構 造 ２ ０ ０ の 製 造 方 法 と 共 通 し て い る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ０ ３ 】
　 第 ２ に 、 未 硬 化 の 封 止 部 材 ７ ０ に 対 し て 、 紫 外 線 が 照 射 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 封 止 部 材  
７ ０ が 硬 化 さ れ 、 複 数 の 絶 縁 電 線 ２ ０ の 先 端 部 ２ ０ ａ 及 び 複 数 の 接 続 パ ッ ド １ ２ ａ が 封 止  
部 材 ７ ０ で 封 止 さ れ る 。 こ れ ら の 点 に 関 し て 、 接 続 構 造 ３ ０ ０ の 製 造 方 法 は 、 接 続 構 造 ２  
０ ０ の 製 造 方 法 と 異 な っ て い る 。
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